
【取組内容】 端末の日常的な持ち帰りによる課題学習・プレゼン準備の充実

千葉県立東葛飾中学校

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

「ものの管理能力」を育てるために、持ち帰り申請を紙面で行っている。

【PCの使用頻度】

・本校の授業は、ネットでの調べ学習やPowerPointを使用した発表する機会が多い。

・本校の学校行事は、生徒主体で企画運営をしているため、 おもにTeamsを利用した共同作業をすることが多い。

⇒授業、放課後以外でも生徒はPCを使う必要があるため、端末の持ち帰りを許可している。

※本校では、 生徒１人につき端末１台を割り当てて貸し出している。

☞ PCを家に持ち帰りたいとき

生徒がその紙面に必要事項を記入し、教員に提出する。

☞ PCを家から持って登校するとき

生徒は教員に報告し、教員は破損が無いかなどチェックする。

家庭でも

情報共有・共同作業

持ち帰り申請書
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